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山
口
大
学
人
文
学
部
国
語
国
文
学
会
会
則

　
　
　
　
　
　
　
第 

一 

章
　
　
　
総
　
　
則

第
　
一
　
条�

�

本
会
は
山
口
大
学
人
文
学
部
国
語
国
文
学
会
と
称
す
る
。

第
　
二
　
条�

�

本
会
は
事
務
局
を
山
口
大
学
人
文
学
部
日
本
・
中
国
言
語
文

学
コ
ー
ス
研
究
室
内
に
お
く
。

第
　
三
　
条�

�

本
会
は
会
員
相
互
の
研
究
の
向
上
と
緊
密
な
連
携
を
は
か
る

こ
と
を
目
的
と
す
る
。

第
　
四
　
条�
本
会
は
右
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
左
の
事
業
を
行
う
。

�
　
　
一
　
研
究
発
表
会
、
研
究
懇
話
会

�

　
　
二
　
雑
誌
「
山
口
国
文
」
の
発
行

�

　
　
三
　
そ
の
他
必
要
な
事
項

　
　
　
　
　
　
　
第 

二 
章
　
　
　
会
　
　
員

第
　
五
　
条�

本
会
の
会
員
は
左
の
通
り
定
め
た
者
を
以
て
組
織
す
る
。

�

　
正 

会 

員
　�
山
口
大
学
人
文
学
部
人
文
学
科
：
日
本
・
中

国
言
語
文
学
コ
ー
ス
（
文
理
学
部
文
学
科
：

国
文
学
、
国
語
学
・
国
文
学
専
攻
、
人
文
学

部
言
語
文
化
学
科
：
国
語
学
、
国
文
学
、
日

本
語
文
化
論
コ
ー
ス
、
日
本
語
学
・
日
本
文

学
コ
ー
ス
、
人
文
科
学
研
究
科
：
国
語
学
、

国
文
学
、
日
本
語
文
化
論
、
日
本
語
学
文
学

論
）
研
究
室
に
所
属
す
る
教
員
、
及
び
卒
業

生
・
在
学
生
（
学
部
学
生
・
大
学
院
学
生
）

の
う
ち
、
本
会
の
趣
旨
に
賛
同
す
る
者

�

　
特
別
会
員
　�

山
口
大
学
人
文
学
部
人
文
学
科
：
日
本
・
中

国
言
語
文
学
コ
ー
ス
（
文
理
学
部
文
学
科
：

国
文
学
、
国
語
学
・
国
文
学
、
人
文
学
部
言

語
文
化
学
科
：
国
語
学
、
国
文
学
、
日
本
語

文
化
論
コ
ー
ス
、日
本
語
学
・
日
本
文
学
コ
ー

ス
）
研
究
室
の
元
教
員
。
及
び
委
員
会
の
推

薦
し
た
者

　
　
　
　
　
　
　
第 

三 

章
　
　
　
委
　
　
員

第
　
六
　
条�

本
会
に
左
の
委
員
を
お
い
て
委
員
会
を
運
営
す
る
。

�

　�

代
表
委
員
一
名
、
実
行
委
員
二
乃
至
三
名
、
他
に
委
員
若

干
名

第
　
七
　
条�

代
表
委
員
、実
行
委
員
一
乃
至
二
名
は
教
員
会
員
を
充
て
る
。

第
　
八
　
条�

�

委
員
は
正
会
員
の
中
か
ら
総
会
で
選
出
す
る
。
卒
業
生
の
委

員
に
つ
い
て
は
、
卒
業
年
次
そ
の
他
の
諸
条
件
を
勘
案
し
、

在
学
生
の
委
員
に
つ
い
て
は
、
学
年
を
考
慮
す
る
。

第
　
九
　
条�
�

委
員
の
任
期
は
原
則
と
し
て
二
年
と
し
、
再
任
、
重
任
は
妨

げ
な
い
。

第
　
十
　
条�

�

代
表
委
員
は
、
本
会
を
代
表
し
て
会
務
を
統
理
す
る
。
実
行

委
員
は
庶
務
・
会
計
・
編
集
の
実
務
を
担
当
し
、
そ
の
他
の

委
員
は
代
表
委
員
を
補
佐
し
て
会
務
を
分
担
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
第 

四 

章
　
　
　
会
　
　
議

第�

十�

一�

条�

会
議
は
総
会
と
委
員
会
と
す
る
。

第�

十�

二�

条�
�

総
会
は
年
次
総
会
と
臨
時
総
会
と
し
、
年
次
総
会
は
五
月
に

開
催
し
、
臨
時
総
会
は
委
員
会
の
議
決
を
経
て
開
催
す
る
。

第�

十�

三�

条�

委
員
会
は
必
要
に
応
じ
代
表
委
員
が
招
集
す
る
。

第�

十�

四�

条�

年
次
総
会
は
左
の
事
項
を
処
理
す
る
。

�

　
　
一
　
前
年
度
の
収
支
決
算
及
び
新
年
度
の
予
算
案

�

　
　
二
　
事
業
の
報
告
及
び
計
画

�

　
　
三
　
委
員
の
選
出

�

　
　
四
　
そ
の
他
必
要
と
認
め
る
事
項

�

　
第 

五 

章
　
　
　
会
　
　
計

第�

十�

五�

条�

本
会
の
経
費
は
会
費
、
寄
付
金
そ
の
他
の
収
入
に
よ
る
。

第�

十�

六�

条�
�

本
会
の
会
費
は
毎
年
千
円
と
す
る
。
た
だ
し
、
教
員
会
員
は

六
千
円
、
在
学
生
会
員
は
五
百
円
と
す
る
。

第�

十�

七�

条�
�

本
会
の
会
計
年
度
は
毎
年
四
月
一
日
に
は
じ
ま
り
翌
年
の
三

月
三
十
一
日
に
終
わ
る
。

第�

十�

八�

条�
�

会
計
監
査
二
名
を
お
き
監
査
を
経
て
総
会
で
決
算
報
告
を
承

認
す
る
。

�

　
第 

六 

章
　
　
　
会
則
変
更

第�

十�

九�

条�

会
則
の
変
更
は
総
会
の
議
決
を
経
て
行
う
。

�

　
　
　
附
　
　
　
則

�
�

本
会
則
は
平
成
二
十
九
年
五
月
十
四
日
か
ら
改
正
施
行
し
四

月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

�
�（

昭
和
五
十
二
年
五
月
一
日
制
定
、
五
十
四
年
四
月
二
十
九

日
改
正
、
六
十
年
四
月
二
十
八
日
改
正
、
平
成
四
年
五
月

十
七
日
改
正
、
平
成
八
年
五
月
十
二
日
改
正
、
平
成
十
二
年

五
月
十
四
日
改
正
、
平
成
二
十
年
五
月
十
一
日
改
正
、
平
成

二
十
九
年
五
月
十
四
日
改
正
）

一
　
内
　
容
　�

日
本
語
学
、
日
本
文
学
、
日
本
語
教
育
、
国
語
教
育

に
関
す
る
研
究
論
文

一
　
枚
　
数
　
四
百
字
詰
原
稿
用
紙
三
五
枚
以
内

一
　
期
　
日
　
二
〇
二
四
年
九
月
三
〇
日

一
　
送
り
先
　
〒
　
　 

山
口
市
吉
田
一
六
七
七

－

一

　
　
　
　
　
　
　
　
　 

山
口
大
学
人
文
学
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　 

日
本
・
中
国
言
語
文
学
コ
ー
ス
研
究
室
内

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

山
口
大
学
人
文
学
部
国
語
国
文
学
会

�

本
誌
に
掲
載
さ
れ
た
論
文
等
の
著
作
権
は
著
者
に
帰
属
す
る
も
の

と
す
る
。
た
だ
し
、
山
口
大
学
人
文
学
部
国
語
国
文
学
会
は
、
本

誌
に
掲
載
さ
れ
た
論
文
等
を
、
学
会
も
し
く
は
学
会
が
委
託
す
る

機
関
に
お
い
て
、
電
子
化
公
開
す
る
権
利
を
有
す
る
も
の
と
す
る
。

753-
�8540

　
　
山 

口 

国 

文
　
　
第
四
十
七
号

　
　
　
　
　
二
〇
二
四
年
三
月
一
日
　
発
行

　
　
　
　
　
　
編
集

　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
口
大
学
人
文
学
部
国
語
国
文
学
会

　
　
　
　
　
　
発
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

代
表
者
　
和
　
田
　
　
　
学

　
　
　
　
　
　
〒
　
　 

山
口
市
吉
田
一
六
七
七

－

一

　
　
　
　
　
　
　
　
　 

山
口
大
学
人
文
学
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
本
・
中
国
言
語
文
学
コ
ー
ス
研
究
室
内

　
　
　
　
　
　
　
電
　
話
　 

（
〇
八
三
）九
三
三

－

五
二
七
二
（
和
田
）

　
　
　
　
　
　
　
口
座
振
替
　
〇
一
五
四
〇

－

二

－

五
四
八
六

　
　
　
　
　
　
印
刷
　
　
有
限
会
社
　
三
　
共
　
印
　
刷

753-
�8540

投 

稿 

規 

定



　
　
　
　
　

巻　

頭　

言

　

令
和
五
年
六
月
十
九
日
、
本
学
会
の
発
展
に
長
ら
く
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
関
一
雄
先
生
が
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
享
年
八
十
九
歳
で
し
た
。
衷
心
よ
り
哀
悼

の
意
を
表
し
ま
す
。
本
学
会
に
は
最
近
ま
で
関
先
生
の
ご
著
書
や
ご
論
文
が
度
々
届
い
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
突
然
の
訃
報
に
接
し
、
事
務
局
一
同
驚
き
を

禁
じ
え
ま
せ
ん
で
し
た
。
急
遽
編
集
方
針
を
見
直
し
、
関
先
生
の
ご
生
前
の
お
人
柄
を
偲
ぶ
べ
く
追
悼
号
を
編
む
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。
短
い
期
間
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
原
稿
を
お
寄
せ
く
だ
さ
っ
た
方
々
に
は
こ
の
場
を
借
り
て
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

関
先
生
は
、
昭
和
三
十
二
年
に
東
京
学
芸
大
学
を
ご
卒
業
後
、
東
京
教
育
大
学
大
学
院
へ
お
進
み
に
な
り
、
昭
和
三
十
六
年
四
月
、
山
口
大
学
に
ご
着
任
さ

れ
ま
し
た
。
以
来
、
三
十
七
年
間
、
文
理
学
部
、
人
文
学
部
の
国
語
学
教
官
と
し
て
教
鞭
を
お
執
り
に
な
り
、
多
く
の
学
生
た
ち
を
ご
指
導
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
一
時
期
は
関
先
生
お
一
人
の
体
制
で
あ
っ
た
国
文
科
の
専
任
教
官
を
、
国
文
学
二
名
、
国
語
学
二
名
へ
と
増
員
し
、
国
語
国
文
学
研
究
室
の
礎
を
築
か
れ

る
な
ど
、
よ
り
良
い
教
育
環
境
の
整
備
に
も
お
力
を
注
が
れ
ま
し
た
。
平
成
十
年
三
月
に
山
口
大
学
を
定
年
で
ご
退
官
さ
れ
た
後
は
梅
光
女
学
院
大
学
（
現
・

梅
光
学
院
大
学
）
に
籍
を
転
じ
ら
れ
ま
し
た
。
平
成
二
十
六
年
三
月
に
同
大
学
を
ご
退
職
さ
れ
る
ま
で
、
都
合
五
十
三
年
間
の
長
期
に
わ
た
っ
て
大
学
教
員
と

し
て
の
人
生
を
歩
ま
れ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
の
ご
功
績
に
対
し
、
平
成
二
十
六
年
度
春
の
叙
勲
に
お
い
て
瑞
宝
中
綬
章
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
令

和
五
年
七
月
二
十
六
日
に
は
正
四
位
が
追
贈
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

関
先
生
の
ご
研
究
は
中
古
語
を
対
象
と
す
る
も
の
で
、
特
に
語
彙
に
関
し
て
精
力
的
に
ご
論
考
を
重
ね
て
お
ら
れ
ま
す
。
最
初
の
ご
単
著
と
な
る
『
国
語
複

合
動
詞
の
研
究
』（
笠
間
書
院
）
を
上
梓
さ
れ
た
の
は
昭
和
五
十
二
年
の
こ
と
で
、
そ
の
年
の
佐
伯
国
語
学
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
以
後
、
平
成
五
年
に
『
平

安
時
代
和
文
語
の
研
究
』（
笠
間
書
院
）、
平
成
二
十
一
年
に
『
平
安
物
語
の
動
画
的
表
現
と
役
柄
語
』（
笠
間
書
院
）
と
、
十
六
年
毎
に
ご
単
著
を
刊
行
さ
れ
、

最
後
の
ご
単
著
と
な
る
『
現
代
語
訳
で
読
み
直
す
「
竹
取
物
語
」』（
笠
間
書
院
）
は
十
年
後
の
令
和
元
年
に
刊
行
さ
れ
ま
し
た
。
第
一
著
書
で
標
榜
さ
れ
た
複

合
動
詞
を
見
つ
め
る
視
点
は
、
必
然
的
に
接
頭
語
や
接
尾
語
を
も
視
野
に
入
れ
て
の
ご
研
究
へ
と
発
展
し
、
そ
の
ご
成
果
が
第
二
著
書
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
ま

し
た
。
今
、「
成
果
」
と
い
う
言
葉
を
使
い
ま
し
た
が
、
そ
れ
ら
は
新
た
な
る
問
い
と
し
て
の
側
面
を
多
分
に
含
ん
で
お
り
ま
す
。
複
合
動
詞
や
、
あ
る
い
は

接
尾
語
に
よ
っ
て
動
詞
化
、
形
容
動
詞
化
し
た
語
が
、
な
ぜ
物
語
・
日
記
類
に
多
く
散
見
さ
れ
る
の
か
と
い
う
問
題
意
識
の
も
と
に
、
第
三
著
書
で
は
そ
の
解

と
し
て
「
動
画
的
表
現
」
と
い
う
概
念
が
生
み
出
さ
れ
ま
す
。
他
に
も
、
漢
文
訓
読
語
が
会
話
文
に
用
い
ら
れ
て
い
る
点
に
着
目
す
る
と
こ
ろ
か
ら
「
役
柄
語
」

と
い
う
概
念
が
提
唱
さ
れ
、
こ
れ
ら
の
概
念
の
実
践
と
し
て
第
四
著
書
が
執
筆
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
こ
こ
で
も
や
は
り
、「
け
り
」
や
「
侍
り
」
を
め
ぐ
っ

て
新
た
な
る
問
題
が
提
起
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
う
し
て
概
観
さ
れ
る
関
先
生
の
ご
研
究
に
一
貫
し
て
う
か
が
え
る
の
は
「
物
語
の
言
葉
と
は

何
か
」
と
い
う
問
題
を
追
究
し
続
け
る
ご
姿
勢
で
す
。
和
歌
と
は
異
な
る
言
葉
の
生
成
の
在
り
よ
う
を
、
私
た
ち
は
関
先
生
の
ご
著
書
を
通
し
て
知
ら
さ
れ
る

こ
と
に
な
る
の
で
す
。

　

な
お
、
私
自
身
は
関
先
生
の
謦
咳
に
接
す
る
機
会
を
逸
し
て
き
た
こ
と
も
あ
り
、
本
来
、
こ
の
よ
う
な
文
面
を
し
た
た
め
る
任
に
ご
ざ
い
ま
せ
ん
が
、
現

在
、
学
会
代
表
の
和
田
学
先
生
が
体
調
を
崩
さ
れ
て
療
養
中
の
た
め
、
代
わ
っ
て
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
何
と
ぞ
ご
容
赦
く
だ
さ
い
。

�

（
森　

野　

正　

弘
）
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学　

会　

彙　

報

　

第
四
八
回　

山
口
大
学
人
文
学
部
国
語
国
文
学
会
研
究
発
表
会

�

二
〇
二
三
年
五
月
十
四
日
（
日
）

山
口
方
言
に
お
け
る
「
じ
ゃ
」
の
使
用
に
つ
い
て

　

─
「
じ
ゃ
な
い
」
の
用
法
を
中
心
に
─�

早　

川　

佳　

佑

色
紙
本
『
素
性
集
』
の
再
評
価�

中　

村　

涼　

帆

後
藤
明
生
「
笑
い
地
獄
」
論

　

─
社
会
を
写
す
女
性
達
─�

小　

林　

颯　

馬

金
子
み
す
ゞ
と
中
原
中
也
の
リ
レ
ー
朗
読
会

　

─
実
践
報
告
と
今
後
の
可
能
性
・
問
題
点
─�

林　
　
　

伸　

一

　

第
三
七
回　

山
口
大
学
人
文
学
部
国
語
国
文
学
会
研
究
懇
話
会

 
（
卒
業
論
文
発
表
会
）

�

二
〇
二
四
年
二
月
三
日
（
土
） 　

「
尊
い
」
の
意
味
と
対
象
の
変
遷�
井　

上　
　
　

華

モ
ダ
リ
テ
ィ「
ソ
ウ
ダ
」
の
在
り
方

　

─
形
容
詞
と
の
関
係
性
を
め
ぐ
っ
て
─�

上　

月　

麻　

鈴

『
枕
草
子
』
日
記
的
章
段
に
お
け
る
〈
終
わ
り
〉
な
き
栄
華�

上　

坂　

優　

菜

『
椿
説
弓
張
月
』
阿
公
論�

福　

原　

柊　

子

中
原
中
也
の
詩
に
お
け
る
サ
ウ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
に
つ
い
て�

渡　

邉　

朱　

星

ラ
イ
ト
ノ
ベ
ル
に
描
か
れ
る
異
世
界
と
そ
の
機
能

　

─
『
ノ
ー
ゲ
ー
ム
・
ノ
ー
ラ
イ
フ
』
を
例
と
し
て
─�

吉　

本　

一　

稀

　

二
〇
二
三
年
度
講
義
題
目

　
　

大
学
院

日
本
語
論
（
古
代
語
）�

安　

本　

真　

弓

日
本
語
論
演
習
（
古
代
語
研
究
）�

安　

本　

真　

弓

日
本
語
論
演
習
（
古
代
語
文
献
講
読
）�

安　

本　

真　

弓

日
本
語
論
演
習
（
現
代
語
研
究
）�

和　

田　
　
　

学

日
本
文
学
論
（
中
古
）�

森　

野　

正　

弘

日
本
文
学
論
（
近
世
）�

尾　

崎　

千　

佳

日
本
文
学
論
（
近
代
）�

野　

坂　

昭　

雄

日
本
文
学
論
（
近
現
代
）�

中　

元　

さ
お
り

日
本
文
学
論
演
習
（
中
古
文
学
研
究
）�

森　

野　

正　

弘

日
本
文
学
論
演
習
（
中
古
文
学
講
読
）�

森　

野　

正　

弘

日
本
文
学
論
演
習
（
近
世
文
学
研
究
）�

尾　

崎　

千　

佳

日
本
文
学
論
演
習
（
近
世
文
学
講
読
）�

尾　

崎　

千　

佳

日
本
文
学
論
演
習
（
近
代
文
学
研
究
）�

野　

坂　

昭　

雄

日
本
文
学
論
演
習
（
近
代
文
学
講
読
）�

野　

坂　

昭　

雄

日
本
文
学
論
演
習
（
近
現
代
文
学
研
究
）�

中　

元　

さ
お
り

日
本
文
学
論
演
習
（
近
現
代
文
学
講
読
）�

中　

元　

さ
お
り

　
　

学
部

日
本
語
学
概
説
（
古
代
語
）�

安　

本　

真　

弓

日
本
語
学
概
説
（
現
代
語
）�

和　

田　
　
　

学

日
本
語
史�

安　

本　

真　

弓

日
本
語
学
特
殊
講
義
（
古
代
語
）�

安　

本　

真　

弓

日
本
語
学
基
礎
講
読
（
古
代
語
）�

安　

本　

真　

弓

日
本
語
学
発
展
講
読
（
古
代
語
）�

安　

本　

真　

弓

日
本
語
学
発
展
講
読
（
現
代
語
）�

和　

田　
　
　

学
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日
本
語
学
演
習
（
古
代
語
）�

安　

本　

真　

弓

日
本
語
学
演
習
（
現
代
語
）�

安　

本　

真　

弓

日
本
語
学
卒
論
基
礎
演
習�

安　

本　

真　

弓

日
本
語
学
卒
論
発
展
演
習�

安　

本　

真　

弓

日
本
語
学
卒
論
基
礎
演
習�

和　

田　
　
　

学

日
本
文
学
史
（
中
古
）�

森　

野　

正　

弘

日
本
文
学
史
（
近
世
）�

尾　

崎　

千　

佳

日
本
文
学
史
（
近
代
）�

野　

坂　

昭　

雄

日
本
文
学
特
殊
講
義
（
中
古
）�

森　

野　

正　

弘

日
本
文
学
特
殊
講
義
（
近
世
）�

尾　

崎　

千　

佳

日
本
文
学
特
殊
講
義
（
近
代
）�

野　

坂　

昭　

雄

日
本
文
学
特
殊
講
義
（
近
現
代
）�

中　

元　

さ
お
り

日
本
文
学
基
礎
講
読
（
中
古
）�

森　

野　

正　

弘

日
本
文
学
発
展
講
読
（
中
古
）�

森　

野　

正　

弘

日
本
文
学
基
礎
講
読
（
近
世
）�

尾　

崎　

千　

佳

日
本
文
学
発
展
講
読
（
近
世
）�
尾　

崎　

千　

佳

日
本
文
学
基
礎
講
読
（
近
代
）�
野　

坂　

昭　

雄

日
本
文
学
発
展
講
読
（
近
代
）�

野　

坂　

昭　

雄

日
本
文
学
基
礎
講
読
（
近
現
代
）�

中　

元　

さ
お
り

日
本
文
学
発
展
講
読
（
近
現
代
）�

中　

元　

さ
お
り

日
本
文
学
演
習
（
中
古
）�

森　

野　

正　

弘

日
本
文
学
演
習
（
近
世
）�

尾　

崎　

千　

佳

日
本
文
学
演
習
（
近
代
）�

野　

坂　

昭　

雄

日
本
文
学
演
習
（
近
現
代
）�

中　

元　

さ
お
り

日
本
文
学
卒
論
基
礎
演
習�

森　

野　

正　

弘

日
本
文
学
卒
論
発
展
演
習�

森　

野　

正　

弘

日
本
文
学
卒
論
基
礎
演
習�

尾　

崎　

千　

佳

日
本
文
学
卒
論
発
展
演
習�

尾　

崎　

千　

佳

日
本
文
学
卒
論
基
礎
演
習�

野　

坂　

昭　

雄

日
本
文
学
卒
論
発
展
演
習�

野　

坂　

昭　

雄

日
本
文
学
卒
論
基
礎
演
習�

中　

元　

さ
お
り

日
本
文
学
卒
論
発
展
演
習�

中　

元　

さ
お
り

　

二
〇
二
三
年
度
卒
業
論
文
題
目

　
　

日
本
語
学
・
日
本
文
学
分
野

指
導
教
員　

和　

田　
　

学

モ
ダ
リ
テ
ィ「
ソ
ウ
ダ
」
の
在
り
方

　

─
形
容
詞
と
の
関
係
性
を
め
ぐ
っ
て
─�

上　

月　

麻　

鈴

音
象
徴
分
野
か
ら
み
た
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
属
性
と
名
前
の
関
連
性

�

曽　

田　

桃　

夏

地
方
公
共
団
体
に
お
け
る
「
や
さ
し
い
日
本
語
」
の
活
用�

福　

井　

桜
巴
花

指
導
教
員　

安　

本　

真　

弓

「
尊
い
」
の
意
味
と
対
象
の
変
遷�

井　

上　
　
　

華

若
年
層
に
お
け
る
福
岡
方
言
と
の
関
わ
り
と
変
化
に
つ
い
て

�

高　

口　

佑
莉
亜

助
数
詞
「
つ
」
と
「
個
」
の
使
用
実
態
と
分
析�

福　

田　

聡　

太

指
導
教
員　

森　

野　

正　

弘

『
枕
草
子
』
日
記
的
章
段
に
お
け
る
〈
終
わ
り
〉
な
き
栄
華�

上　

坂　

優　

菜

『
源
氏
物
語
』
に
お
け
る
六
条
御
息
所
の
嫉
妬
の
様
相�

江　

頭　

美　

空

『
源
氏
物
語
』
末
摘
花
に
よ
る
規
範
か
ら
の
逸
脱�

岡　

本　

希　

美

『
竹
取
物
語
』
に
お
け
る
か
ぐ
や
姫
の
流
離
と
罪
に
つ
い
て�

金　

城　

ほ
の
か

『
と
り
か
へ
ば
や
物
語
』
に
お
け
る
混
沌
の
秩
序
化�

松　

本　

月　

乃
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指
導
教
員　

尾　

崎　

千　

佳

『
五
十
年
忌
歌
念
仏
』
に
お
け
る
自
害
の
効
果�

宇　

土　

智　

博

『
西
鶴
諸
国
ば
な
し
』「
紫
女
」
の
典
拠
と
主
題�

榊　
　
　

彩　

乃

『
春
雨
物
語
』「
死
首
の
咲
顔
」
の
構
造
と
主
題�

新　

保　

沙　

絵

『
椿
説
弓
張
月
』
阿
公
論�

福　

原　

柊　

子

『
好
色
五
人
女
』
巻
四
考

　

─
結
末
の
解
釈
を
め
ぐ
っ
て
─�

山　

根　
　
　

緑

指
導
教
員　

野　

坂　

昭　

雄

林
芙
美
子
「
雨
」
論�

尼　

子　

珠　

緒

小
川
洋
子
『
こ
と
り
』
論�

岩　

崎　

愛　

恵

田
中
康
夫
『
昔
み
た
い
』
論�

小　

寺　

由　

芽

坂
口
安
吾
『
不
連
続
殺
人
事
件
』
論�

田　

中　

琴　

望

丸
山
健
二
『
バ
ス
停
』
論�

遠　

武　

留　

依

「
パ
ノ
ラ
マ
島
奇
談
」
に
お
け
る
江
戸
川
乱
歩
の
芸
術
観�

徳　

増　

克　

則

太
宰
治
「
逆
行
」
論�
姫　

野　
　
　

友

尾
崎
紅
葉
『
金
色
夜
叉
』
論�
藤　

井　

日
菜
乃

中
原
中
也
の
詩
に
お
け
る
サ
ウ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
に
つ
い
て�

渡　

邉　

朱　

星

指
導
教
員　

中　

元　

さ
お
り

村
上
春
樹
「
神
の
子
ど
も
た
ち
は
み
な
踊
る
」『
１
Ｑ
８
４
』
か
ら
見
る

「
損
な
わ
れ
る
こ
と
」
と
そ
の
回
復�

綾　

野　

爽　

永

星
新
一
作
品
に
お
け
る
〈
子
ど
も
〉
と
〈
夢
〉

　

～『
ブ
ラ
ン
コ
の
む
こ
う
で
』
を
中
心
に
～�

石　

丸　

玲　

花

劇
団
四
季
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
『
ユ
タ
と
不
思
議
な
仲
間
た
ち
』
に
お
け
る

翻
案
と
そ
の
背
景

　

─
三
浦
哲
郎
『
ユ
タ
と
ふ
し
ぎ
な
仲
間
た
ち
』
と
の
比
較
を
通
じ
て
─

�

小　

田　

果　

歩

村
上
春
樹
『
海
辺
の
カ
フ
カ
』
論

　

─�

「
星
野
青
年
」
と
「
開
か
れ
た
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
」

　
　

 

と
い
う
可
能
性
─�

樫　

木　

壱　

葉

江
國
香
織
『
き
ら
き
ら
ひ
か
る
』
に
お
け
る
恋
愛
の
様
相�

林　
　
　

萌
々
花

森
見
登
美
彦
『
新
釈　

走
れ
メ
ロ
ス　

他
四
篇
』
論

　

～
ア
ダ
プ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
手
法
に
つ
い
て
～�

舛　

谷　

春　

香

ラ
イ
ト
ノ
ベ
ル
に
描
か
れ
る
異
世
界
と
そ
の
機
能

　

─
『
ノ
ー
ゲ
ー
ム
・
ノ
ー
ラ
イ
フ
』
を
例
と
し
て
─�

吉　

本　

一　

稀

二
〇
二
三
年
度
修
士
論
文
題
目

　
　

日
本
語
学
文
学
論

指
導
教
員　

安　

本　

真　

弓

否
定
疑
問
文
の
用
法
に
お
け
る
「
じ
ゃ
」
と
「
や
」
の
違
い

　

─
山
口
で
の
調
査
結
果
を
通
じ
て
─�

早　

川　

佳　

佑

指
導
教
員　

尾　

崎　

千　

佳

素
性
と
宇
多
歌
壇�

中　

村　

涼　

帆

指
導
教
員　

野　

坂　

昭　

雄

柳
美
里
文
学
に
お
け
る
〈
家
族
〉
の
再
演�

盧　
　
　
　
　

瑩
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○
会
員
消
息

　

徳
永
光
展
先
生
（
一
九
九
〇
年
卒
業
、
福
岡
工
業
大
学
）
が
、『
国
際
日
本

学
の
探
究
─
夏
目
漱
石
・
翻
訳
・
日
本
語
教
育
─
』（
春
風
社
、
二
〇
二
三
年

一
二
月
八
日
発
行
）
を
上
梓
さ
れ
ま
し
た
。

執
筆
者
紹
介

森　

野　

正　

弘　
　
　

山
口
大
学
人
文
学
部

岩　

野　

訓　

子　
　
　

一
九
七
〇
年
卒
業

樫　

原　

葉　

子　
　
　

一
九
七
二
年
卒
業

二　

階　

堂　

整　
　
　

一
九
八
四
年
卒
業

田　

中　

敦　

子　
　
　

一
九
八
六
年
卒
業

小　

野　

美　

典　
　
　

一
九
八
六
年
卒
業
、
日
本
大
学

勘
解
由
小
路
承
子　
　
　

一
九
八
〇
年
卒
業

柚　

木　

靖　

史　
　
　

一
九
八
五
年
卒
業
、
広
島
女
学
院
大
学

安　

本　

真　

弓　
　
　

山
口
大
学
人
文
学
部

紀　
　
　

実　

歩　
　
　

二
〇
二
三
年
卒
業

林　
　
　

伸　

一　
　
　

特
別
会
員
、
山
口
大
学
名
誉
教
授

徳　

永　

光　

展　
　
　

一
九
九
〇
年
卒
業
、
福
岡
工
業
大
学

二
〇
二
三
年
度
学
会
委
員
・
会
計
監
査

　

代
表
委
員　

和
田　

学

　

実
行
委
員　

尾
崎　

千
佳
（
庶
務
）　　

中
元
さ
お
り
（
会
計
）　

　
　
　
　
　
　

伊
東　

達
也
（
編
集
）

　
　
　
　
　
　

川
鶴　

隼
也
（
３
年
）　　

立
石
結
希
瑛
（
３
年
）

　

委　
　

員　

森
野　

正
弘　
　

野
坂　

昭
雄　
　

安
本　

真
弓

　
　
　
　
　
　

中
原　
　

豊
（
一
九
八
一
）　　

金
戸　

清
高
（
一
九
八
二
）

　
　
　
　
　
　

大
田　

直
子
（
二
〇
〇
三
院
）　

末
柗　

昌
子
（
二
〇
〇
六
院
）

　
　
　
　
　
　

日
高　

友
江
（
二
〇
〇
六
院
）

　
　
　
　
　
　

佐
々
木
翔
太
郎
（
二
〇
一
〇
院
）

　

会
計
監
査　

奥
嶋　

明
子
（
一
九
九
一
）　　

吹
屋　

葉
子
（
二
〇
〇
四
院
）

○
編
集
後
記

　
『
山
口
国
文
』
第
四
七
号
を
お
届
け
い
た
し
ま
す
。
ご
多
用
の
な
か
玉
稿
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い
ま
し
た
皆
さ
ま
に
は
、
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
号
は
、
二
〇
二
三
年
六
月
十
九
日
に
逝
去
さ
れ
た
関
一
雄
先
生
の
追
悼
号

と
し
て
企
画
・
編
集
い
た
し
ま
し
た
。
巻
頭
に
は
、
ご
遺
族
の
お
力
添
え
に
よ

り
、
在
り
し
日
の
先
生
の
お
写
真
を
掲
げ
る
こ
と
が
で
き
、
直
接
教
え
を
受
け

ら
れ
た
皆
さ
ま
が
た
か
ら
、
多
く
の
追
悼
文
や
論
文
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

私
自
身
は
、
残
念
な
が
ら
関
先
生
に
直
接
お
目
に
か
か
る
機
会
が
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
今
回
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
追
悼
文
な
ど
を
拝
読
し
て
、
あ
ら
た

め
て
先
生
の
お
人
柄
と
、
存
在
の
大
き
さ
に
感
じ
入
っ
て
お
り
ま
す
。
謹
ん
で

ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
本
年
は
、
思
い
が
け
ず
大
災
害
か
ら
年
が
始
ま
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

こ
の
度
の
令
和
六
年
能
登
半
島
地
震
で
被
災
さ
れ
た
皆
さ
ま
に
、
心
か
ら
お
見

舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
よ
り
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
使
っ
た
情
報
交
換
も
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
本
誌

「
会
員
消
息
」
欄
へ
の
情
報
提
供
や
、
学
会
運
営
全
般
に
対
す
る
ご
意
見
な
ど

も
、
こ
れ
ま
で
同
様
、
お
気
軽
に
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　

会
員
の
皆
さ
ま
の
ご
健
康
と
益
々
の
ご
活
躍
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
と
と

も
に
、
本
学
会
の
さ
ら
な
る
充
実
に
向
け
、
こ
れ
か
ら
も
ご
支
援
と
ご
協
力
を

賜
り
ま
す
よ
う
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

�

『
山
口
国
文
』
第
四
七
号
編
集
担
当

－�114�－



　
　
　
　 

山
口
大
学
人
文
学
部
国
語
国
文
学
会
会
則

　
　
　
　
　
　
　
第 

一 

章
　
　
　
総
　
　
則

第
　
一
　
条�

�

本
会
は
山
口
大
学
人
文
学
部
国
語
国
文
学
会
と
称
す
る
。

第
　
二
　
条�

�

本
会
は
事
務
局
を
山
口
大
学
人
文
学
部
日
本
・
中
国
言
語
文

学
コ
ー
ス
研
究
室
内
に
お
く
。

第
　
三
　
条�

�

本
会
は
会
員
相
互
の
研
究
の
向
上
と
緊
密
な
連
携
を
は
か
る

こ
と
を
目
的
と
す
る
。

第
　
四
　
条�

本
会
は
右
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
左
の
事
業
を
行
う
。

�

　
　
一
　
研
究
発
表
会
、
研
究
懇
話
会

�

　
　
二
　
雑
誌
「
山
口
国
文
」
の
発
行

�

　
　
三
　
そ
の
他
必
要
な
事
項

　
　
　
　
　
　
　
第 

二 

章
　
　
　
会
　
　
員

第
　
五
　
条�

本
会
の
会
員
は
左
の
通
り
定
め
た
者
を
以
て
組
織
す
る
。

�

　
正 

会 

員
　�

山
口
大
学
人
文
学
部
人
文
学
科
：
日
本
・
中

国
言
語
文
学
コ
ー
ス
（
文
理
学
部
文
学
科
：

国
文
学
、
国
語
学
・
国
文
学
専
攻
、
人
文
学

部
言
語
文
化
学
科
：
国
語
学
、
国
文
学
、
日

本
語
文
化
論
コ
ー
ス
、
日
本
語
学
・
日
本
文

学
コ
ー
ス
、
人
文
科
学
研
究
科
：
国
語
学
、

国
文
学
、
日
本
語
文
化
論
、
日
本
語
学
文
学

論
）
研
究
室
に
所
属
す
る
教
員
、
及
び
卒
業

生
・
在
学
生
（
学
部
学
生
・
大
学
院
学
生
）

の
う
ち
、
本
会
の
趣
旨
に
賛
同
す
る
者

�

　
特
別
会
員
　�

山
口
大
学
人
文
学
部
人
文
学
科
：
日
本
・
中

国
言
語
文
学
コ
ー
ス
（
文
理
学
部
文
学
科
：

国
文
学
、
国
語
学
・
国
文
学
、
人
文
学
部
言

語
文
化
学
科
：
国
語
学
、
国
文
学
、
日
本
語

文
化
論
コ
ー
ス
、日
本
語
学
・
日
本
文
学
コ
ー

ス
）
研
究
室
の
元
教
員
。
及
び
委
員
会
の
推

薦
し
た
者

　
　
　
　
　
　
　
第 

三 

章
　
　
　
委
　
　
員

第
　
六
　
条�

本
会
に
左
の
委
員
を
お
い
て
委
員
会
を
運
営
す
る
。

�

　�

代
表
委
員
一
名
、
実
行
委
員
二
乃
至
三
名
、
他
に
委
員
若

干
名

第
　
七
　
条�

代
表
委
員
、実
行
委
員
一
乃
至
二
名
は
教
員
会
員
を
充
て
る
。

第
　
八
　
条�

�

委
員
は
正
会
員
の
中
か
ら
総
会
で
選
出
す
る
。
卒
業
生
の
委

員
に
つ
い
て
は
、
卒
業
年
次
そ
の
他
の
諸
条
件
を
勘
案
し
、

在
学
生
の
委
員
に
つ
い
て
は
、
学
年
を
考
慮
す
る
。

第
　
九
　
条�

�

委
員
の
任
期
は
原
則
と
し
て
二
年
と
し
、
再
任
、
重
任
は
妨

げ
な
い
。

第
　
十
　
条�

�

代
表
委
員
は
、
本
会
を
代
表
し
て
会
務
を
統
理
す
る
。
実
行

委
員
は
庶
務
・
会
計
・
編
集
の
実
務
を
担
当
し
、
そ
の
他
の

委
員
は
代
表
委
員
を
補
佐
し
て
会
務
を
分
担
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
第 

四 

章
　
　
　
会
　
　
議

第�

十�

一�

条�

会
議
は
総
会
と
委
員
会
と
す
る
。

第�

十�

二�

条�
�

総
会
は
年
次
総
会
と
臨
時
総
会
と
し
、
年
次
総
会
は
五
月
に

開
催
し
、
臨
時
総
会
は
委
員
会
の
議
決
を
経
て
開
催
す
る
。

第�

十�

三�

条�

委
員
会
は
必
要
に
応
じ
代
表
委
員
が
招
集
す
る
。

第�

十�

四�

条�

年
次
総
会
は
左
の
事
項
を
処
理
す
る
。

�

　
　
一
　
前
年
度
の
収
支
決
算
及
び
新
年
度
の
予
算
案

�

　
　
二
　
事
業
の
報
告
及
び
計
画

�

　
　
三
　
委
員
の
選
出

�

　
　
四
　
そ
の
他
必
要
と
認
め
る
事
項

�

　
第 

五 

章
　
　
　
会
　
　
計

第�

十�

五�

条�

本
会
の
経
費
は
会
費
、
寄
付
金
そ
の
他
の
収
入
に
よ
る
。

第�

十�

六�

条�
�

本
会
の
会
費
は
毎
年
千
円
と
す
る
。
た
だ
し
、
教
員
会
員
は

六
千
円
、
在
学
生
会
員
は
五
百
円
と
す
る
。

第�

十�

七�

条�
�

本
会
の
会
計
年
度
は
毎
年
四
月
一
日
に
は
じ
ま
り
翌
年
の
三

月
三
十
一
日
に
終
わ
る
。

第�

十�

八�

条�
�

会
計
監
査
二
名
を
お
き
監
査
を
経
て
総
会
で
決
算
報
告
を
承

認
す
る
。

�

　
第 

六 

章
　
　
　
会
則
変
更

第�

十�

九�

条�

会
則
の
変
更
は
総
会
の
議
決
を
経
て
行
う
。

�

　
　
　
附
　
　
　
則

�
�

本
会
則
は
平
成
二
十
九
年
五
月
十
四
日
か
ら
改
正
施
行
し
四

月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

�
�（

昭
和
五
十
二
年
五
月
一
日
制
定
、
五
十
四
年
四
月
二
十
九

日
改
正
、
六
十
年
四
月
二
十
八
日
改
正
、
平
成
四
年
五
月

十
七
日
改
正
、
平
成
八
年
五
月
十
二
日
改
正
、
平
成
十
二
年

五
月
十
四
日
改
正
、
平
成
二
十
年
五
月
十
一
日
改
正
、
平
成

二
十
九
年
五
月
十
四
日
改
正
）

一
　
内
　
容
　�

日
本
語
学
、
日
本
文
学
、
日
本
語
教
育
、
国
語
教
育

に
関
す
る
研
究
論
文

一
　
枚
　
数
　
四
百
字
詰
原
稿
用
紙
三
五
枚
以
内

一
　
期
　
日
　
二
〇
二
四
年
九
月
三
〇
日

一
　
送
り
先
　
〒
　
　 

山
口
市
吉
田
一
六
七
七

－

一

　
　
　
　
　
　
　
　
　 

山
口
大
学
人
文
学
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　 

日
本
・
中
国
言
語
文
学
コ
ー
ス
研
究
室
内

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

山
口
大
学
人
文
学
部
国
語
国
文
学
会

�

本
誌
に
掲
載
さ
れ
た
論
文
等
の
著
作
権
は
著
者
に
帰
属
す
る
も
の

と
す
る
。
た
だ
し
、
山
口
大
学
人
文
学
部
国
語
国
文
学
会
は
、
本

誌
に
掲
載
さ
れ
た
論
文
等
を
、
学
会
も
し
く
は
学
会
が
委
託
す
る

機
関
に
お
い
て
、
電
子
化
公
開
す
る
権
利
を
有
す
る
も
の
と
す
る
。

753-
�8540

　
　
山 

口 

国 

文
　
　
第
四
十
七
号

　
　
　
　
　
二
〇
二
四
年
三
月
一
日
　
発
行

　
　
　
　
　
　
編
集

　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
口
大
学
人
文
学
部
国
語
国
文
学
会

　
　
　
　
　
　
発
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

代
表
者
　
和
　
田
　
　
　
学

　
　
　
　
　
　
〒
　
　 

山
口
市
吉
田
一
六
七
七

－

一

　
　
　
　
　
　
　
　
　 

山
口
大
学
人
文
学
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
本
・
中
国
言
語
文
学
コ
ー
ス
研
究
室
内

　
　
　
　
　
　
　
電
　
話
　 

（
〇
八
三
）九
三
三

－

五
二
七
二
（
和
田
）

　
　
　
　
　
　
　
口
座
振
替
　
〇
一
五
四
〇

－

二

－

五
四
八
六

　
　
　
　
　
　
印
刷
　
　
有
限
会
社
　
三
　
共
　
印
　
刷

753-
�8540

投 

稿 

規 

定




